
Z'1県ユ劇ヽた工幸島半学薇

創ユ801■年お会のにおり

記念式典

令和元年10月 19日 (土 )午前10時00分～

於 石川県立小松工業高等学校第一体育館

予 篭 嘔
皿



今和元年10月 i9日 (■ )10:00～ 10:45

於 石川県立小松工業高等学校第―体育館

1 開式の辞
2 国歌斉唱
3 式辞
4 挨拶
5 祝群
6 来賓紹介
7 祝電波露
8 実行委員長経過報告及び日録贈ユ
9 生徒代表のことば
10校歌斉唱
11 閉式の辞

今和元年 10月 19日 (■ )'1:00～ 11:45

於 石川県立小松工業高等学校第一体育館

演題  「蒔絵・中野孝―のわざ」
講師 十野 孝― (なかのこういち)民

漆芸家 [人間国宝 /蒔絵 ]

昭和41年 3月 第1口 電気fl卒 業

今和元年 10月 19日 (■ )12:00～
'2:15

於 石川県立小松工業高等学校第一体育館

～
太鼓演奏 サスケ(浅野太鼓 )



物故者迫悼の黙藤

1 開会の挨ジ

2同 窓会長挨拶
3学校長挨拶
4来 賓紹介
5来 賓祝鮮
6感 謝状贈呈

今和元年 10月 19日 (上 )16:00～ 17:00

於 ホテルビナリオKOMATSUセントレ

7表 彰状贈呈
8議 長選出
9議 題審議
10議長降墟

11新役員挨ジ

12閉会の挨拶
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2
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4
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開宴の言葉

実行委員長挨拶

同恣会長換拶

学校長挨拶

来賓祝辞

今和元年10月 19日 (■ )17:30～ ,9:30

於 ホテルビナリオKOMATSUセントレ

6乾 杯
7テープルスピーチ
8校 歌斉場
9万 歳二唱
10聞宴の言葉

普通教 室大型ディスプИ 設 置 (60インチ )

クラブ活動等移動用車両購入

同窓会館改修

同恣会名簿発子1

記念誌発刊 (近 10年 史 )



昭和 14年 4月

昭和 15年 4月

昭和 お 年 4月

昭和24年 4月

昭和27年 4月

昭和 28年 3月
昭和 29年 3月
昭和 38年 6月
昭澪039年  8月
昭和 40年 4月

5月

昭Afj 41年  4月
昭和 42年 4月
昭オ348年 4月
:む不D55年 7月
平成 2年 4月

10月

沿 革
石川県立小松工業学校と称し、機械科と電気科を設置し県立小松中学校を仮校舎として開校

日向良禾]初代校長が任命される

小松市向野地方の 2の 29に新校舎が竣工し移転 同時に第二本科機械料を新設
学制改革|に より県立小松商業学校を合併し狡名を石川県立小松実業高等学校と改める

何時に続織ヽ を新設
10,tltO立|い局等学燎 」ヽ松実業高等学校 小松農業高等学校を合併 して総合制石川県立小
松嵩等学校となる

螂合制小呻
稜から分離独立し校名を石′県立小松実業高等学校個 業課程・工業課む

′ 庭課程1農業課程)と改める
1家庭課程を策止

震業課程を廃止

小松市打越町丙 67に新校舎を竣工し彩転
第46回全国高等学校野球選手権大会 (中子園) 出場
商業課程分離により校名を石川県立小松工業高等学校と改める 同時に工業化..科を新設
石川県立小松工業高等学校の新生を記念して同窓会全国大会を開催

学校庭園を整備すると共に同窓会基金を設立

建築ヽを新設

土木科を新設

紡組科を繊維工学科に改Ij

倉J立40周年言3念式典挙行及び同窓会全国大会を開催 同窓会館竣工 近 15年史発千J
機械科の募集を停止じ機 llVシステム科を新設

自」立60周年記念式輿挙行及び同窓会全国大会を開催 トレーニングセンター完成
近 10年史尭干」

小松工業学校跡地並びに小松農学校跡地に記念碑●建立

平成 6年 4月  電子情報利を新設 工業化学科、繊維工学科の募集を停止しマテリアル科を新設
平成 11年 10月  創立60周年記念式典挙行及び同窓会全国大会を開催 校内LAN整備 近 イ0年史尭干リ
平成 12年 8月  第82回全国高等学校野球選手権大会 (甲子園) 出場
平成 16年 11月  高知県立高矢0工業高等学校と姉妹校提携
平成 17年 10月  石,の学校教育振興ビジョン推進事業完了 (校内前面道路舗装、太陽光発電システム 校内

案内システム 校内メンテナンス)
平成 20年 4月  機械テクニカル科を新設 建築科及び土木科の募集をF上 し建築土木科を新設
平成 21年 10月  倉J立 70周年記念式典挙行及び同窓会全国大会を開催 ls‐門新設 近 iO年史 発刊
平成 25年 4月  機械システム科 機械テクニカル科募集停止 機III科 2学級新設 電子情報科募集厚1上

電気科 イ学級増設 建築土木科及びマテリアル科募集停止 建設科 材料化学T_新設
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